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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】線状光源を面状光源へ転換することができ、ま
た、均一で柔らかな光を発することができ、発光効率が
高く、コストが比較的低く、構造が簡単で実施しやすい
、反射シート、ＬＥＤ平面光源、ＬＥＤフラットパネル
ライト及びフラットパネルＬＥＤライトの構造を提供す
る。
【解決手段】反射シートは、その反射板の反射面に複数
の導光ドットを印刷することによって構成されるもので
あり、反射機能だけでなく、導光機能も有し、ＬＥＤ平
面光源、ＬＥＤフラットパネルライトとフラットパネル
ＬＥＤライトは、それぞれ上記反射シートを採用してい
る。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　反射面を有する反射板が設けられており、
　反射板の反射面に複数の導光ドットが印刷されている、
　ことを特徴とする導光ドットを有する反射シート。
【請求項２】
　前記導光ドットは、インクで構成されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の導光ドットを有する反射シート。
【請求項３】
　反射板と、拡散板と、ＬＥＤ光源と、フレームとを備え、
　前記反射板は、それぞれ反射面と裏面である二つの対向面を有し、前記反射板の反射面
に複数の導光点が印刷されており、
　前記拡散板は、前記反射板の反射面を有する側に位置し、前記拡散板と前記反射面との
間に隙間が形成されており、
　前記導光ドットが印刷された反射板、隙間及び拡散板によって、光線を柔らかくする構
造が形成され、前記光線を柔らかくする構造は、その側縁が前記フレーム内に固定され、
　前記ＬＥＤ光源は、前記フレーム内に設置され、前記隙間の側辺に位置する、
　ことを特徴とするＬＥＤ平面光源。
【請求項４】
　前記フレームの内側において、ＬＥＤ光源が設けられている側を除いて、ほかの内側に
それぞれ反射シートが設けられている、
　ことを特徴とする請求項３に記載のＬＥＤ平面光源。
【請求項５】
　底板が更に設けられており、
　前記底板は、前記反射板の裏面に積層し、その側辺が前記フレーム内に固定されている
、
　ことを特徴とする請求項３に記載のＬＥＤ平面光源。
【請求項６】
　前記ＬＥＤ光源は、ＬＥＤストリップである、
　ことを特徴とする請求項３に記載のＬＥＤ平面光源。
【請求項７】
　前記ＬＥＤストリップは、少なくとも一つであって、前記ＬＥＤストリップは、前記光
線を柔らかくする構造の側縁に設置され、ＬＥＤストリップの発光部は、前記隙間の側辺
に対応している、
　ことを特徴とする請求項６に記載のＬＥＤ平面光源。
【請求項８】
　前記導光ドットは、インクで構成されている、
　ことを特徴とする請求項３に記載のＬＥＤ平面光源。
【請求項９】
　ベースと、反射板と、透明板と、拡散板と、ＬＥＤ光源と、フレームとを備え、
　前記反射板、透明板と拡散板は、それぞれ板状であり、順次に積層することによって光
学サンドイッチ構造を形成し、前記光学サンドイッチ構造は、反射板において前記ベース
上に位置し、
　前記ＬＥＤ光源は、前記透明板の側辺に位置し、
前記フレームは、前記光学サンドイッチ構造の周縁に嵌合され、且つ前記ベースに固接さ
れており、
　前記反射板の前記透明板と積層する面は、反射面であり、前記反射板の反射面に、複数
の導光ドットが印刷されている、
　ことを特徴とするＬＥＤフラットパネルライト。
【請求項１０】
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　前記透明板は、アクリル板、ガラス板とポリカーボネート板のうちの一種である、
　ことを特徴とする請求項９に記載のＬＥＤフラットパネルライト。
【請求項１１】
　前記ＬＥＤ光源は、ＬＥＤストリップである、
　ことを特徴とする請求項９に記載のＬＥＤフラットパネルライト。
【請求項１２】
　前記ＬＥＤストリップは、少なくとも一つであり、ＬＥＤストリップの発光部は、前記
透明板の側辺に対応している、
　ことを特徴とする請求項１１に記載のＬＥＤフラットパネルライト。
【請求項１３】
　前記導光ドットは、インクで構成されている、
　ことを特徴とする請求項９に記載のＬＥＤフラットパネルライト。
【請求項１４】
　ベースと、反射板と、ガラス板と、ＬＥＤ光源と、フレームとを備え、
　前記反射板とガラス板は、それぞれ板状であり、順次に積層することによって光学サン
ドイッチ構造を形成し、前記光学サンドイッチ構造は、反射板において前記ベース上に位
置し、
　前記ＬＥＤ光源は、前記ガラス板の側辺に位置し、
　前記フレームは、前記光学サンドイッチ構造の周縁に嵌合され、且つ前記ベースに固接
されており、
　前記ガラス板の前記反射板と積層する面は裏面であって、他方の面は正面であり、前記
ガラス板の正面は凹凸を有し平坦でない粗面とされ、
　前記反射板の前記ガラス板と積層する面は反射面であり、前記反射板の反射面に、複数
の導光ドットが印刷されている、
　ことを特徴とするフラットパネルＬＥＤライト。
【請求項１５】
　前記ガラス板の正面はつや消し処理により形成されたつや消し面である、
　ことを特徴とする請求項１４に記載のフラットパネルＬＥＤライト。
【請求項１６】
　前記ガラス板の正面は、腐食薬の腐食の腐食により形成されたエッチング面である、
　ことを特徴とする請求項１４に記載のフラットパネルＬＥＤライト。
【請求項１７】
　前記ＬＥＤ光源は、ＬＥＤストリップである、
　ことを特徴とする請求項１４に記載のフラットパネルＬＥＤライト。
【請求項１８】
　前記ＬＥＤストリップは、少なくとも一つであり、ＬＥＤストリップの発光部は、前記
ガラス板の側辺に対応している、
　ことを特徴とする請求項１７に記載のフラットパネルＬＥＤライト。
【請求項１９】
　前記導光ドットは、インクで構成されている、
　ことを特徴とする請求項１４に記載のフラットパネルＬＥＤライト。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本実用新案は、光電分野に関し、具体的には照明、ディスプレイのバックライトモジュ
ール又はライトボックス等の反射シート、及び該反射シートを使用する多種のＬＥＤ平面
光源（ＬＥＤフラットパネルライト又はフラットパネルＬＥＤライトとも言う）構造に関
する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来技術において、線状光源を面状光源へ転換することは、導光板によって実現されて
いる。従来技術における導光板は、光学クラスのアクリル（ＰＭＭＡ）シート材を利用し
、極めて高い反射率を有し且つ光を吸収しないインクで光学クラスのアクリルシート材の
底面に導光ドットを印刷することによって構成されるものである。ライトから発せられた
光の光学クラスのアクリルシート材の表面における滞留は、光学クラスのアクリルシート
材により吸い取られ、光が各導光ドットまで届くと、反射光は各角度へ拡散し、反射条件
を破壊して導光板の正面から出射される。疎密度や大きさが異なる導光ドットを通じて、
導光板を均一に発光させることができる。通常、導光板は、その裏面において反射シート
と組み合わせて使用され、反射シートの用途は、導光板の底面から出射された光を導光板
の中へ反射させ、光の使用率を高めることである。上記のような従来技術の導光板の構造
及び原理から分かるように、従来技術の導光板上における導光ドットは、直接導光板の底
面に印刷された。このプロセスは、実際の操作上とても難易度が高くて、良品率が比較的
低いため、コストが高くて、光が導光板の中で伝播する時に損失してしまい、約２５％以
上の光効率が浪費される。
【０００３】
　ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ、発光ダイオード）技術は、省電
力、高輝度、長い使用寿命、良い耐振性等の利点で広く普及されており、近年、ＬＥＤラ
イトは、日常の照明及びディスプレイのバックライトモジュールの面で益々広く応用され
ている。比較的普通の運用として、例えばＬＥＤランプパネルは、ランプカバーの中に複
数のＬＥＤランプホルダーがマトリクス状に配列され、当該ランプカバー内で対応する駆
動回路が設置されるように構成されている。このような構造は簡単で実用性がよいものの
、ＬＥＤランプパネルにおいては直下型ＬＥＤ光源が採用されたので、比較的眩しくて、
発せられた光の均一度が良くない（均一度は７０％未満である）。そこで、当業者により
ＬＥＤ平面ライトが開発され、該種類のＬＥＤ平面ライトは平面状を呈し、その中におけ
る部材も全部平面状である。該ＬＥＤ平面ライトは、主にベース内に平面状の反射板、導
光板と拡散板を順次に取り付け、底板内及び導光板の側辺にＬＥＤストリップを装着する
ことによって構成されるものであり、光を反射板と導光板の共同作用で複数回反射させる
ことで、均一度を高める効果を果たし、更に拡散板によりグレアを有効に防止する。上記
構造と原理から分かるように、該種類のＬＥＤ平面ライトの核心は導光板の作用によって
線状光源を面状光源に転換することである。従来技術における導光板には光学クラスのア
クリル（ＰＭＭＡ）シート材が利用されたが、上記導光板の構造と原理から分かるように
、従来技術の導光板上における導光ドットは、直接導光板の底面に印刷された。このプロ
セスは、実際の操作上とても難易度が高くて、良品率が比較的低く、しかも光学クラスの
アクリルシート材の値段が割と高いため、従来技術のＬＥＤ平面ライトの高いコストがも
たらされ、その応用、推進及び発展もある程度阻害され、そして、光が導光板の中で伝播
する時に損失してしまい、約２５％以上の光効率が浪費される。
【考案の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記欠陥を克服するために、本実用新案は、導光ドットを有する反射シート及び該反射
シートを使用するＬＥＤ平面光源、ＬＥＤフラットパネルライトとフラットパネルＬＥＤ
ライトを提供し、該反射シート及びＬＥＤ平面光源、ＬＥＤフラットパネルライトとフラ
ットパネルＬＥＤライトによって、線状光源を面状光源に転換し、平面発光を実現するこ
とができ、且つ、均一で柔らかな光を発することができ、コストが低くて、構造が簡単で
あり、実施し易い。
【０００５】
　その技術的問題を解決するために、本実用新案は以下のような技術案を採用している。
【０００６】
　本実用新案は、反射面を有する反射板が設けられており、反射板の反射面に複数の導光
ドットが印刷されている、導光ドットを有する反射シートを提供する。好ましくは、前記
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導光ドットはインクで構成されている。本実用新案の反射シートの上記構造から分かるよ
うに、本実用新案における反射シートは、従来式の反射機能を有するだけでなく、その反
射面上において透明板（アクリル又はガラス等のシート材）又は空気層を組み合わせて使
用する時、光が透明板又は空気層から入射され、反射板の反射面上における各導光ドット
まで届くと、反射光は各角度へ拡散し、反射条件を破壊して正面から出射され、これによ
って、線状光源を面状光源へ転換することができる。そのため、本実用新案における反射
シートは、導光機能を有するだけでなく、導光ドットを透明板の裏面に印刷することで形
成された従来の導光板の高いコストと比べて、本実用新案では、導光ドットを反射板に印
刷する技術のコストが比較的低く、効果が同じであるため、マーケットシェアを向上させ
ることに有利である。
【０００７】
　本実用新案はＬＥＤ平面光源を提供する。該ＬＥＤ平面光源は、反射板と、拡散板と、
ＬＥＤ光源と、フレームとを備え、前記反射板は、それぞれ反射面と裏面である二つの対
向面を有し、前記反射板の反射面に複数の導光点が印刷されており、前記拡散板は、前記
反射板の反射面を有する側に位置し、前記拡散板と前記反射面との間に隙間が形成されて
おり、前記導光ドットが印刷された反射板、隙間及び拡散板によって光線を柔らかくする
構造が形成され、前記光線を柔らかくする構造は、その側縁において前記フレーム内に固
定され、前記ＬＥＤ光源は、前記フレーム内に設置され、前記隙間の側辺に位置する。Ｌ
ＥＤ光源から発せられた光は、側辺から前記隙間まで入射され、反射板の反射面上におけ
る各導光ドットに届くと、反射光は各角度へ拡散し、反射条件を破壊してから前記隙間の
正面から出射され、これによって、線状光源を面状光源に転換することができる。導光ド
ットを提供するほかに、反射板は、更に光を前記隙間の中へ反射させることで、光の使用
率を高めることができ、又、拡散板によってグレアを有効に防止できる。従って、本実用
新案のＬＥＤ平面光源から均一で柔らかな光を発することができ、発光効率も高い。そし
て、従来技術における導光板の高いコストと比べて、本実用新案の導光板を使用せずに導
光ドットを反射板に印刷する構造及び技術のコストが比較的低く、しかも導光板を採用し
ないため、導光板による光効率の損失を避け、更に従来技術と比べて光効率を２５％増加
させることができ、効果がより良い。
【０００８】
　好ましくは、上記ＬＥＤ平面光源において、前記フレームの内側において、ＬＥＤ光源
が設けられている側を除いて、ほかの内側にそれぞれ反射シート（ここの反射シートは、
導光ドットを有しない従来式の反射シートである）が設けられている。これらの反射シー
トは、光の使用率を増加させ、光がフレームに吸収されることを防止するのに用いられる
。
【０００９】
　好ましくは、上記ＬＥＤ平面光源において、底板が更に設けられており、前記底板は、
前記反射板の裏面に積層し、その側辺において前記フレーム内に固定されている。当然、
反射板の強度によって、前記底板を設置しなくてもよく、反射板の強度が適切である場合
、前記底板を省略することができる。
【００１０】
　好ましくは、上記ＬＥＤ平面光源において、前記ＬＥＤ光源は、ＬＥＤストリップであ
る。
【００１１】
　好ましくは、上記ＬＥＤ平面光源において、前記ＬＥＤストリップは、少なくとも一つ
であり、前記ＬＥＤストリップは、前記光線を柔らかくする構造の側縁に設置され、ＬＥ
Ｄストリップの発光部は、前記隙間の側辺に対応している。
【００１２】
　好ましくは、上記ＬＥＤ平面光源において、前記導光ドットは、インクで構成されてい
る。
【００１３】
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　本実用新案は、更にＬＥＤフラットパネルライトを提供する。該ＬＥＤフラットパネル
ライトは、ベースと、反射板と、透明板と、拡散板と、ＬＥＤ光源と、フレームとを備え
、前記反射板、透明板と拡散板は、それぞれ板状であり、順次に積層することによって光
学サンドイッチ構造を形成し、前記光学サンドイッチ構造は、反射板において前記ベース
上に位置し、前記ＬＥＤ光源は前記透明板の側辺に位置し、前記フレームは、前記光学サ
ンドイッチ構造の周縁に嵌合され、且つ前記ベースに固接されており、前記反射板の前記
透明板と積層する面は、反射面であり、前記反射板の反射面に、複数の導光ドットが印刷
されている。ＬＥＤ光源から発せられた光は、側辺から透明板に入射され、透明板の裏面
（即ち反射板の反斜面）における各導光ドットに届くと、反射光は各角度へ拡散し、反射
条件を破壊して透明板の正面から出射され、これによって、線状光源を面状光源に転換す
ることができる。導光ドットを提供するほかに、反射板は、更に光を透明板の中へ反射さ
せることで、光の使用率を高めることができ、又、拡散板によってグレアを有効に防止で
きる。従って、本実用新案のＬＥＤフラットパネルライトから均一で柔らかな光を発する
ことができ、発光効率も高い。そして、従来技術における導光板の高いコストと比べて、
本実用新案の導光ドットを反射板に印刷する技術のコストが比較的低くて、効果が同じで
ある。
【００１４】
　好ましくは、上記ＬＥＤフラットパネルライトにおいて、前記透明板は、アクリル板、
ガラス板とポリカーボネート板のうちの一種である。
【００１５】
　好ましくは、上記ＬＥＤフラットパネルライトにおいて、前記ＬＥＤ光源は、ＬＥＤス
トリップである。
【００１６】
　好ましくは、上記ＬＥＤフラットパネルライトにおいて、前記ＬＥＤストリップは、一
つ又は複数個であり、ＬＥＤストリップの発光部は、前記透明板の側辺に対応している。
【００１７】
　好ましくは、上記ＬＥＤフラットパネルライトにおいて、前記導光ドットは、インクで
構成されている。
【００１８】
　本実用新案は、更にフラットパネルＬＥＤライトを提供する。該フラットパネルＬＥＤ
ライトは、ベースと、反射板と、ガラス板と、ＬＥＤ光源と、フレームとを備え、前記反
射板とガラス板は、それぞれ板状であり、順次に積層することによって光学サンドイッチ
構造を形成し、前記光学サンドイッチ構造は、反射板において前記ベース上に位置し、前
記ＬＥＤ光源は、前記ガラス板の側辺に位置し、前記フレームは、前記光学サンドイッチ
構造の周縁に嵌合され、且つ前記ベースに固接されており、前記ガラス板の前記反射板と
積層する面は裏面であって、他方の面は正面であり、前記ガラス板の正面は凹凸を有し平
坦でない粗面とされ、前記反射板の前記ガラス板と積層する面は反射面であり、前記反射
板の反射面に、複数の導光ドットが印刷されている。ＬＥＤ光源から発せられた光は、側
辺からガラス板に入射され、ガラス板の裏面（即ち反射板の反射面）上における各導光ド
ットに届くと、反射光は各角度へ拡散し、反射条件を破壊してガラス板の正面から出射さ
れ、これによって、線状光源を面状光源に転換することができる。導光ドットを提供する
ほかに、反射板は、更に光をガラス板の中へ反射させることで、光の使用率を高めること
ができる。ガラス板の正面は凹凸を有し平坦でない粗面であるため、従来式の拡散板の代
わりに、グレアを有効に防止できる。従って、本実用新案のフラットパネルＬＥＤライト
から均一で柔らかな光を発することができ、発光効率も高い。そして、拡散板とアクリル
材の導光板を採用しアクリル板の裏面に導光ドットを印刷するという従来技術の高いコス
トと比べて、本実用新案の導光ドットを反射板に印刷する技術のコストが比較的低い。ま
た、ガラス板と組み合わせて導光構造を形成し、更にガラス板の正面が同時に光拡散機能
を有するため、コストが比較的低くて、効果が同じである。
【００１９】
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　好ましくは、上記フラットパネルＬＥＤライトにおいて、前記ガラス板の正面はつや消
し処理により形成されたつや消し面であってもよく、腐食薬の腐食により形成されたエッ
チング面であってもよい。
【００２０】
　好ましくは、上記フラットパネルＬＥＤライトにおいて、前記ＬＥＤ光源は、ＬＥＤス
トリップである。
【００２１】
　好ましくは、上記フラットパネルＬＥＤライトにおいて、前記ＬＥＤストリップは、一
つ又は複数個であり、ＬＥＤストリップの発光部は、前記ガラス板の側辺に対応している
。
【００２２】
　好ましくは、上記フラットパネルＬＥＤライトにおいて、前記導光ドットは、インクで
構成されている。
【００２３】
　本実用新案の有益な効果は、以下の通りです。本実用新案における導光ドットを有する
反射シートは、その反射板の反射面に複数の導光ドットが印刷されているため、従来式の
反射機能を有するだけでなく、光が反射面上の各導光ドットに届くと、反射光は各角度へ
拡散し、反射条件を破壊して正面から出射され、これによって、線状光源を面状光源へ転
換することができる。そのため、当該反射シートは更に導光機能を有し、導光ドットを反
射板に印刷する技術のコストも比較的低い。本実用新案におけるＬＥＤ平面光源は、本実
用新案の反射シートを採用し、拡散板は反射板の反斜面を有する側に位置し、拡散板と反
射面との間に隙間が形成されており、ＬＥＤ光源から発せられた光は、側辺から隙間まで
入射され、反射板の反射面上における各導光ドットに届くと、反射光は各角度へ拡散して
隙間の正面から出射され、これによって、線状光源を面状光源に転換することができる。
導光ドットを提供するほかに、反射板は、更に光を隙間の中へ反射させることで、光の使
用率を高めることができ、又、拡散板によってグレアを有効に防止できる。従って、本実
用新案のＬＥＤ平面光源から均一で柔らかな光を発することができ、発光効率も高い。本
実用新案のＬＥＤ平面光源における導光板を使用せずに導光ドットを反射板に印刷する構
造及び技術のコストが比較的低く、しかも導光板による光効率の損失を避けることができ
、効果がより良い。本実用新案のＬＥＤフラットパネルライトも、本実用新案の反射シー
トを採用し、ＬＥＤ光源から発せられた光は、側辺から透明板に入射され、各導光ドット
に届くと、反射光は各角度へ拡散して透明板の正面から出射され、これによって、線状光
源を面状光源に転換することができる。導光ドットを提供するほかに、反射板は、更に光
を透明板の中へ反射させることで、光の使用率を高めることができ、又、拡散板によって
グレアを有効に防止できる。従って、本実用新案のＬＥＤフラットパネルライトから均一
で柔らかな光を発することができ、発光効率も高い。そして、本実用新案の導光ドットを
反射板に印刷する技術のコストが比較的低くて、効果が同じである。本実用新案のフラッ
トパネルＬＥＤライトも本実用新案の反射シートを採用し、ＬＥＤ光源から発せられた光
は、側辺からガラス板に入射され、反射板の反斜面における各導光ドットに届くと、反射
光は各角度へ拡散してガラス板の正面から出射され、これによって、線状光源を面状光源
に転換することができる。導光ドットを提供するほかに、反射板は、更に光をガラス板の
中へ反射させることで、光の使用率を高めることができる。ガラス板の正面は凹凸を有し
平坦でない粗面であるため、従来式の拡散板の代わりに、グレアを有効に防止できる。従
って、本実用新案のフラットパネルＬＥＤライトから均一で柔らかな光を発することがで
き、発光効率も高い。そして、本実用新案のフラットパネルＬＥＤライトでは、導光ドッ
トが反射板に印刷され、また、ガラス板と組み合わせて導光構造を形成し、更にガラス板
の正面が同時に光拡散機能を有するため、コストが比較的低くて、効果が同じである。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本実用新案に係る導光ドットを有する反射シートの構造概略図である。
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【図２】本実用新案に係るＬＥＤ平面光源の構造概略図である。
【図３】本実用新案に係るＬＥＤフラットパネルライトの構造概略図である。
【図４】本実用新案に係るフラットパネルＬＥＤライトの構造概略図である。
【考案を実施するための形態】
【００２５】
　実施例１：導光ドットを有する反射シートは、反射面Ａ１１を有する反射板Ａ１が設け
られており、前記反射板Ａ１の反射面Ａ１１に複数の導光ドットＡ２が印刷されており、
前記導光ドットＡ２は、インクで構成されている。前記反射板Ａ１は、反射機能を有する
材料により構成されている。
【００２６】
　実施例２：ＬＥＤ平面光源は、反射板２と、拡散板４と、ＬＥＤ光源５と、フレーム６
とを備える。前記反射板２は、それぞれ反射面と裏面である二つの対向面を有し、前記反
射板２の反射面に複数の導光点２１が印刷されており、前記拡散板４は、前記反射板２の
反射面を有する側に位置し、前記拡散板４と前記反射面２との間に隙間３が形成されてお
り、前記導光ドットが印刷された反射板２、隙間３及び拡散板４によって、光線を柔らか
くする構造が形成され、前記光線を柔らかくする構造は、その側縁において前記フレーム
６内に固定され、前記ＬＥＤ光源５は、前記フレーム６内に設置され、前記隙間３の側辺
に位置する。
【００２７】
　前記フレーム６の内側において、ＬＥＤ光源５が設けられている側を除いて、ほかの内
側にそれぞれ反射シート７（ここの反射シートは導光ドットを有しない従来式の反射シー
トである）が設けられており、該反射シートは、光を隙間の中へ反射させることによって
、光の使用率を増加させ、光がフレームに吸収されることを防止するのに用いられる。
【００２８】
　所要の強度によって底板１を更に設けてもよく、前記底板１は、前記反射板２の裏面に
積層し、その側辺が前記フレーム６内に固定されている。当然、反射板の強度によって、
前記底板を設置しなくてもよく、反射板の強度が適切である場合、前記底板を省略するこ
とができる。
【００２９】
　前記ＬＥＤ光源５は、ＬＥＤストリップであり、前記ＬＥＤストリップは、少なくとも
一つであって、前記光線を柔らかくする構造の側縁に設置され、ＬＥＤストリップの発光
部は、前記隙間３の側辺に対応している。
【００３０】
　前記導光ドット２１は、インクで構成されている。
【００３１】
　本実用新案のＬＥＤ平面光源は、方形又は他の可能な形状であってもよい。
【００３２】
　実施例３：ＬＥＤフラットパネルライトは、ベースＢ１と、反射板Ｂ２と、透明板Ｂ３
と、拡散板Ｂ４と、ＬＥＤ光源Ｂ５と、フレームＢ６とを備える。前記反射板Ｂ２、透明
板Ｂ３と拡散板Ｂ４は、それぞれ板状であり、順次に積層することによって光学サンドイ
ッチ構造を形成し、前記光学サンドイッチ構造は、反射板において前記ベースＢ１上に位
置し、前記ＬＥＤ光源Ｂ５は前記透明板Ｂ３の側辺に位置し、前記フレームＢ６は、前記
光学サンドイッチ構造の周縁に嵌合され、且つ前記ベースＢ１に固接されており、前記反
射板Ｂ２の前記透明板Ｂ３と積層する面は、反射面であり、前記反射板の反射面に、複数
の導光ドットＢ２１が印刷されている。
【００３３】
　前記透明板Ｂ３は、アクリル板、ガラス板とポリカーボネート板のうちの一種である。
【００３４】
　前記ＬＥＤ光源Ｂ５は、ＬＥＤストリップである。
【００３５】



(9) JP 3178835 U 2012.10.4

10

20

30

40

50

　前記ＬＥＤストリップは、一つ又は複数個であり、ＬＥＤストリップの発光部は、前記
透明板Ｂ３の側辺に対応している。
【００３６】
　前記導光ドットＢ２１は、インクで構成されている。
【００３７】
　前記反射板Ｂ２は、反射機能を有する材料により構成されている。
【００３８】
　前記ベースＢ１、反射板Ｂ２、透明板Ｂ３、拡散板Ｂ４とフレームＢ６は、それぞれ方
形又は他の形状である。
【００３９】
　ＬＥＤ光源から発せられた光は、側辺から透明板に入射され、透明板の裏面（即ち反射
板の反射面）における各導光ドットに届くと、反射光は各角度へ拡散し、反射条件を破壊
して透明板の正面から出射され、これによって、線状光源を面状光源に転換することがで
きる。導光ドットを提供するほかに、反射板は、更に光を透明板の中へ反射させることで
、光の使用率を高めることができ、又、拡散板によってグレアを有効に防止できる。従っ
て、本実用新案のＬＥＤフラットパネルライトから均一で柔らかな光を発することができ
、発光効率も高い。そして、従来技術における導光板の高いコストと比べて、本実用新案
の導光ドットを反射板に印刷する技術のコストが比較的低くて、効果が同じである。
【００４０】
　実施例４：フラットパネルＬＥＤライトは、ベースＣ１と、反射板Ｃ２と、ガラス板Ｃ
３と、ＬＥＤ光源Ｃ４と、フレームＣ５とを備える。前記反射板Ｃ２とガラス板Ｃ３は、
それぞれ板状であり、順次に積層することによって光学サンドイッチ構造を形成し、前記
光学サンドイッチ構造は、反射板において前記ベースＣ１上に位置し、前記ＬＥＤ光源Ｃ
４は、前記ガラス板Ｃ３の側辺に位置し、前記フレームＣ５は、前記光学サンドイッチ構
造の周縁に嵌合され、且つ前記ベース１に固接されており、前記ガラス板Ｃ３の前記反射
板Ｃ２と積層する面は裏面であって、他方の面は正面であり、前記ガラス板の正面Ｃ３１
は凹凸を有し平坦でない粗面とされ、前記反射板Ｃ２の前記ガラス板Ｃ３と積層する面は
反射面であり、前記反射板の反射面に、複数の導光ドットＣ２１が印刷されている。
【００４１】
　前記ガラス板の正面Ｃ３１はつや消し処理により形成されたつや消し面であってもよく
、腐食薬の腐食により形成されたエッチング面であってもよい。
【００４２】
　前記ＬＥＤ光源Ｃ４は、ＬＥＤストリップである。
【００４３】
　前記ＬＥＤストリップは、一つ又は複数個であり、ＬＥＤストリップの発光部は、前記
ガラス板Ｃ３の側辺に対応している。
【００４４】
　前記導光ドットＣ２１は、インクで構成されている。
【００４５】
　前記反射板Ｃ２は、反射機能を有する材料によって構成されている。
【００４６】
　前記ベースＣ１、反射板Ｃ２、透明板Ｃ３とフレームＣ５は、それぞれ方形である。
【００４７】
　ＬＥＤ光源から発せられた光は、側辺からガラス板に入射され、ガラス板の裏面（即ち
反射板の反射面）上における各導光ドットに届くと、反射光は各角度へ拡散し、反射条件
を破壊してガラス板の正面から出射され、これによって、線状光源を面状光源に転換する
ことができる。導光ドットを提供するほかに、反射板は、更に光をガラス板の中へ反射さ
せることで、光の使用率を高めることができる。ガラス板の正面は凹凸を有し平坦でない
粗面であるため、従来式の拡散板の代わりに、グレアを有効に防止できる。従って、本実
用新案のフラットパネルＬＥＤライトから均一で柔らかな光を発することができ、発光効
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率も高い。そして、拡散板とアクリル材の導光板を採用しアクリル板の裏面に導光ドット
を印刷するという従来技術の高いコストと比べて、本実用新案の導光ドットを反射板に印
刷する技術のコストが比較的低い。また、ガラス板と組み合わせて導光構造を形成し、更
にガラス板の正面が同時に光拡散機能を有するため、コストが比較的低くて、効果が同じ
である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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